
●	お子さまの安全のため、ご使用前に必ず本書とご使用のベ
ビーカーの取扱説明書をよく読み、十分ご理解の上、記載さ
れた内容に従い正しくお使いください。

●	ベビーシートは、正しく取り付けないと、本来の機能を果たさ
ず危険です。しっかりと座席に固定してください。

●	45ページ「品質保証書」に次の項目をご記入ください。
	 ①	製品名とロットNo.（本体背面に貼ってあるシールに記

載されています）
	 ②お客様のお名前・ご住所・電話番号
	 ③販売店名
	 45ページ「品質保証書」上部のレシート貼り付け欄に領収
書（レシート）をお貼りください。

●	本書は、シートクッション後側のポケットに保管してくださ
い。（P6参照）

●	本製品を他のお客様にお譲りになるときは、必ず本書もあわ
せてお渡しください。

本製品は後向き専用です。危険

汎用型	 質量グループ0
体　重	 ：	〜10kg未満の乳児用
対象機種	：	F2（AB、ADシリーズ除く）
本製品をベビーカーに取り付けた状態では、「コンビ コンパク
トレインカバー晴れるといいな」が装着可能です。

コンビ
F2用トラベルシステムキット
取扱説明書 品質保証書付
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このたびは、コンビ F2用トラベルシステムキット
をお買い上げいただき、ありがとうございます。
お子さまの安全のため、ご使用前に必ず本書をよく
読み、十分ご理解の上、記載された内容に従い正し
くお使いください。
●表示について
本書では、安全に正しくご使用いただくため重要な事項を
｢危険｣、｢警告｣、｢注意｣の表示で説明しております。重
要事項が守られなかった場合に予想される、危害・損害の
切迫度や大きさにより区分したもので、大変重要な内容で
す。必ずお守りください。

次の条件をすべて満たすお子さまにお使いいただけます。

お使いいただけるお子さまの条件

●体重	：〜10kg未満のお子さま。
	 	（参考年齢…新生児〜1才頃）
	 	 ※新生児とは、体重2.5kg以上かつ在胎週数37週以上
●身長	：76cm以下で、ベビーシートに乗せ、頭頂部が

本体から上に出ないお子さま。

お使いいただく前に

●	長時間使用の禁止
	 長時間連続してのご使用は、お子さまの負担となりま
す。1時間程度を目安に休憩をとるなどしてください。
また、お子さまの体調に変化が見られた場合は、すぐに
休憩をとるようにしてください。

●	保護者の同乗（ベビーシートとして使用時）
	 できるだけ運転者以外に同乗者が乗り、お子さまから目
を離さないでください。やむを得ず運転者以外に同乗
者がいない場合は安全運転に留意し、休憩時などにお子
さまの様子をご確認ください。

低月齢期間のご注意

表示の内容
誤った取り扱いをすると、人が死亡または
重傷を負う危険が切迫して生じることが想
定される内容です。
誤った取り扱いをすると、人が死亡または重
傷を負う可能性が想定される内容です。
誤った取り扱いをすると、人が傷害を負った
り、物的損害が起こる可能性があります。
本製品をご使用いただく上で知っておいてい
ただきたいこと、および知っておくと便利な
内容です。

表 示

危険

警告

注意
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おでかけのときには…

ベビーカーとして

お部屋の中では…

ロッキングチェア
として

おでかけのときには…

ベビーキャリー
として

3

本製品の使いかた
本製品と専用ベビーカーの組み合わせにより、4
つの使いかたができます。

車の中では…  

ベビーシート
として
P17〜30

P31〜32

P33〜34

P35〜41

ベビーカーとセットでお買い上げの皆さまに
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体重
参考年齢

10kg未満
（12ヵ月頃）

新生児
※体重2.5kg以上在胎週数37週以上

首がすわるまではロッキングさせず
チェアとしてお使いください。

条件：身長76cm以下、頭頂部が本体から出ないこと。

新生児 10kg
（12ヵ月頃）

首が
すわってから

9kg
（10ヵ月頃）

チェア

ロッキング
チェア

10kg未満
（12ヵ月頃）

新生児

10kg未満
（12ヵ月頃）

新生児
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●ポケット

●取扱説明書

●ハンドル
●幌

●アタッチメント

●ベルトガイド

●ハンドルボタン

●エッグショックパッド

●ベルトガイド

5

各部のなまえ
ご使用前に、各部品がそろっていることをご確認ください。

ベビーシート本体
正　面

裏面・側面
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●ポケット

●取扱説明書

●ハンドル
●幌

●アタッチメント

●ベルトガイド

●ハンドルボタン

●エッグショックパッド

●ベルトガイド

着脱レバーは、ベビーカーへの着脱時に使用する部品
で、ベビーカーに取り付けるとレバーが自動的に下が
ります。無理に押すと破損するおそれがあります。

6
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エッグショックパッドの取り付けかた
取り付ける場所は、お子さまの体重によって次のように変
わります。

体重6kg未満の場合
●ダッコシートに取り付けます。

体重6kg以上〜10kg未満の場合
●シートクッションに取り付けます。

7
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ダッコシートのヘッドサポートに、エッグショッ
クパッドを取り付けます。

1
●ダッコシートの取り付けかた

体重6kg未満のお子さまの場合

お子さまの体重にあわせてダッコシートまたはシー
トクッションに、必ずエッグショックパッドを取り付
けてください。

ヘッドサポートベルトの面ファスナーaを、お子
さまの頭部位置にあわせてヘッドサポート通し穴
（上下２ヶ所）に通し、ダッコシート裏側の面ファ
スナーb（上下２ヶ所）に取り付ける。

2
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エッグショックパッドの取り付けかた

ダッコシートを取りはずしたあと（11ページ
「ダッコシートのはずしかた」参照）、側面のフック
（左右2カ所）をはずします。

1

●シートクッションへの取り付けかた

シートクッションの上部を本体からはずします。2

体重6kg以上〜10kg未満のお子さまの場合

フック（左右2カ所）
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シートクッション裏側のポケットに、エッグショッ
クパッドを取り付けます。
取り付けたあと、シートクッション上部を本体にか
ぶせ、フック（左右2カ所）を本体に取り付けます。

3

ポケット

エッグショック
パッド
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幌の使いかた

1	ハンドルを立てた状態で幌の面ファスナーをハンド
ルにかぶせるようにしてとめ、ステーを外側に出し
ベビーシートの上端の縁にあわせてかぶせます。

2	左右のシートクッションフックをはずします。
3	幌の左右のゴムをベルトガイドにかけます。
4	手順2で、はずしたシートクッションフックをか
け直し、ゴムがはずれないようにします。

幌は、お子さまを強い日差しから守ります。

ダッコシートのはずしかた
ダッコシートは、低月齢のお子さまが、ベビーシートの中
で正しい姿勢を保持するためのものです。お子さまの体重
が6kgを超えたら、ダッコシートをはずして使用してくだ
さい。

バックルボタンを押して差込タングをはずし、肩ベル
トから肩ベルトカバーを引き抜き、バックルとベルト
からダッコシートを引き抜きます。

バックルボタン

肩ベルトカバー

ダッコシート

面ファスナーハンドル ステー

面ファスナー

シートクッションフック

ベルトガイド

ゴム
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お子さまにあわせた各部の調節
お子さまを乗せ、使用する肩ベルト通し穴の位置をお子さ
まの体にあわせてください。

正しい肩ベルト通し穴へセッ
トしてください。
差込タングをバックルに差し
込んでください。
股ベルトがお子さまの両足に
通っている。
調節ベルトを引き肩ベルトの
たるみをとってください。
（お子さまと肩ベルトの間に、大
人の手のひらが入る程度の長さ
に調節してください。）

●お子さまをベビーシートに深く座らせてください。

●	お子さまをタオルなどでくるんだまま、座らせない
でください。

●	かさばったベビーウェアを着せたまま、座らせない
でください。

●	お子さまを座らせるときには、下図のような座らせ
かたをしないでください。ベビーシートが本来の
機能を果たさず、危険をまねくおそれがあります。

●	おくるみなど、両足が分かれない衣類の着用はおや
めください。
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バックルボタン

差込タング

13

お子さまの座らせかた
バックルボタンを押して差込タングを抜き、肩ベ
ルトをゆるめます。（15ページ参照）

1

お子さまを深く座らせて、左
右の肩ベルトをねじれのな
いように肩からかけます。

2

左右の差込タン
グを重ね合わせ
てから『カチッ』
と 音 が す る ま
で、差込タングを
バックルに差し
込みます。

3

左右の肩ベルト
がねじれていな
いこと。

差し込む

4

左右を重ね合わせ

調節ベルトを手前に引き、左右の肩ベルトがお子
さまの体にフィットするように調節します。
（15ページ参照）

バックルのボタンは、
お子さまの力ではは
ずれないように固く
してあります。

左右の差込タングが、確実
にバックルに差し込まれて
いないと、衝突時にお子さ
まが飛び出したり、ベルト
が首に巻き付き、窒息する
おそれがあります。
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肩ベルト通し穴位置の選びかた

※

●	肩ベルト通し穴の位置がお子さまの体にあってい
ないと、衝撃が加わったときに肩ベルトが肩からは
ずれ、お子さまを正しく保持できません。

●	肩ベルト通し穴は左右同じ高さの穴を使用してく
ださい。

肩ベルト通し穴の高さの選びかた
肩ベルトは、お子さまの肩の1番近い下の位置に通してく
ださい。
※お子さまの肩より上の位置になる場合は1番近い位置に
通してください。

（工場出荷時、肩ベル
トは1番下の肩ベル
ト通し穴に設定され
ています）

バックルボタンを押して差込タングをはずし、肩
ベルトから肩ベルトカバーを引き抜きます。

1

本体裏側から肩ベルトを引き抜きます。2

肩ベルト

3 肩ベルトを、お子さま
の体にあった肩ベル
ト通し穴に通し、肩ベ
ルトがねじれないよ
うに注意しながら肩
ベルトカバーに通し
ます。

お子さまを座らせ、差込タングをバックルに差し
込み、肩ベルトの位置を確認します。

4

肩ベルト
通し穴
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肩ベルトの長さ調節
お子さまを座らせて、肩ベルトがフィットするように長さ
を調節します。左右の肩ベルトの長さが同じになるように
調節してください。
※股ベルトは調節できません。

●	必ず肩ベルトの長さを調節してください。お子さ
まの体にフィットしていないと、衝突時にお子さま
が飛び出したりするおそれがあります。

●	肩ベルトをたるませて使用すると、ベルトが首に巻
き付き窒息するおそれがあります。

●肩ベルトを短くするには
…調節ベルトを引きます。

調節レバー

●肩ベルトを長くするには
…	カバーの下の調節レバーの奥を押し込みながら、肩ベル
トを左右同時に手前に引きます。

15

肩ベルト

調節ベルト

お子さまが窮屈でないように、また肩ベルトがたるん
だり、ゆるまないように調節してください。
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各部の調節の完了チェック

ハンドル両脇の2つの
ハンドルボタンを同時
に押しながら、ハンドル
を前後に回転させる。
ハンドルの位置は4段
階で調節できます。

●ハンドルが正しい位置になると、押し込まれたボタ
ンが元の位置に戻ります。

●ハンドルに誤って大きな力が加わることによる破損
を防ぐため、ハンドル位置2から3へはロックされ
ない構造になっています。

ハンドルボタン

ハンドルの使いかた

1	お子さまがベビーシートに深く座っていること。
2	ダッコシートが正しく使われていること。
	 （体重：〜6kg未満)
3	正しい肩ベルト通し穴にセットされていること。
4	肩ベルトにねじれやたるみのないこと。（お子さまと肩
ベルトの間に、大人の手のひらが入る程度の長さに調
節してください)

5	差込タングを重ね合わせてから『カチッ』と音がするま
で、差込タングがバックルに差し込まれていること。

6	股ベルトがお子さまの両足の間に通っていること。

ハンドルの位置を変えるときは、お子さまの指をはさ
まないようご注意ください。
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●	エアバッグ装備の座席。
…	サイドエアバッグのみの場
合には使用できます。

17

ベビーシートとして使う

ベビーシートは、交通事故などの場合にお子さまの
傷害を軽減することを目的としており、必ずしも事
故からお子さまを無傷で守るものではありません。
また、ベビーシートを使用するときには、必ず保護
者のかたが同乗してください。

取り付けできない座席

●	車両シートベルトの付い
ていない座席。

次の条件のいずれか１つでもあてはまる場合は、その座席
ではお使いいただけません。

下記以外の座席でも、ベビーシートをしっかり固定でき
ない場合には使用しないでください。

●	2点式シートベルトの座
席。

●	ベビーシートのベルトガ
イドの位置よりも、前方
向から車両シートベルト
が出ている座席。

●	進行方向に対して横向
き、または後向きの座席。

●	車両シートベルトの長さ
が極端に短い座席。

ベルト
ガイド
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ベビーシートが取り付けられるのは、3点式シー
トベルトの車です。

■3点式シートベルト
とは…図のように、腰
ベルトの左右と肩ベル
トの3点で体を支える
車両シートベルトのこ
と。

腰ベルト 肩ベルト

40cm未満

●	座面の奥行きが40cm
未満の座席。

32cm未満

●車両シートベルトの取り
付け幅が32cm未満の
場合。

●	座面の凸凹が極端で不安
定になる座席。

●	極端なバケットシート。
…	座面の中央が極端にへこ
んでいる座席。

ベビーシートは、前座席・後座席ともに取り付けられますが、
より安全な後座席への取り付けをおすすめします。また、前
座席に取り付ける場合には、安全性を高めるため、車のシー
トを後ろにスライドさせての使用をおすすめします。
●	エアバッグのついている前座席には、絶対に取り付けない
でください。

●	パッシブシートベルト
の座席。

	 （オートマチックシートベ
ルト）

…	車の座席に座ってドアを閉
めると、自動的に車両シー
トベルトを装着してくれる
装置のこと。とくに輸入車
に多くみられます。
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安全にお使いいただくために

次のような使いかたは、ベビーシートが本来の機能を果
たさず、危険をまねくおそれがあります。

 危険

●	使用条件を満たさないお子
さまや、取り付けできない座
席などでは、使用しないでく
ださい。

●	安全のため、必ず後向きに取
り付けてください。前向きで
は絶対に使用しないでくだ
さい。

●車に取り付けるときは、車両
シートベルトを取扱説明書
および本体表示に従って正
しく通して取り付けてくだ
さい。誤った部分を通して取
り付けないでください。

●	車に取り付けるときは、必ず
車両シートベルトで固定し
てください。

	 ひもなど、車両シートベルト
以外のもので固定しないで
ください。

●エアバッグが装着された座席
では、ベビーシートを使用し
ないでください。衝突時、エ
アバッグの作動により大き
な衝撃を受け、危険です。

…	サイドエアバッグのみの場
合には使用できます。

●車両シートベルトおよび座席
の種類などにより、取扱説明
書どおりにベビーシートを
しっかり固定できないとき
は、他の座席に取り付けてく
ださい。

●	差込タングを重ね合わせて
から『カチッ』と音がするま
で、差込タングをバックルに
差し込んでください。
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●	お子さまを車内に1人で放置
しないでください。

	 日差しの強い日などには、車
内の温度が高くなり、お子さ
まが脱水症状になるおそれが
あります。

	 また予期せぬ事故の元となり
ます。必ず保護者のかたが同
乗してください。

●	肩ベルトがたるんだ状態で使
用しないでください。ベルト
が首に巻き付き、窒息するお
それがあります。

…	正しい長さに調節してくださ
い。(15ページ参照)

●	調節ベルトは調節ベルト取り
出し口内に収納してくださ
い。ベルトが首に巻き付き、
窒息するおそれがあります。

●6kg未満の小さなお子さまを
座らせる場合には、必ずダッコ
シートを正しく取り付けて、お
子さまの体にフィットした状
態で使用してください。

●	衝突事故や製品を落下させた
ときなど、1度でも強い衝撃
を受けた場合は、外見上の破
損がなくても、絶対に使用し
ないでください。

●バックルにゴミ・飲食物など
が詰まって確実に差し込めな
い場合、または解除しにくい
場合はご使用を控え、当社のコ
ンシューマープラザへお問い合
わせください。

●	肩ベルトに傷が付いたとき
は、ご使用を控え、当社コン
シューマープラザへお問い合
わせください。

次のような使いかたは、ベビーシートが本来の機能を果
たさず、危険をまねくおそれがあります。

 警告
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安全にお使いいただくために

●	お子さまをベビーシートに
乗せていないときでも、必ず
車両シートベルトで固定し
ておいてください。

	 急ブレーキをかけたときな
ど車内に転がり運転のさま
たげになることがあります。

●	シフトレバーやパーキング
ブレーキなどの運転操作に
支障をきたす場合は、助手席
に取り付けないでください。

●	2ドアや3ドアの車で後座
席に人が乗る場合は、ベビー
シートを助手席に取り付け
ないでください。緊急時の脱
出のさまたげになります。

●	お子さまがバックルボタン
を押してしまう可能性があ
ります。差込タングがバック
ルからはずれていないこと
を確認してください。はずれ
ていると本来の機能を果た
さず、さらにベルトが首に巻
き付くおそれもあります。

●	車両シートベルトに傷があ
る場合は、その座席に取り付
けないでください。

●	車の前座席に、ベビーシート
を取り付け、助手席側のドア
ミラーが見えにくいときは、
後座席に取り付けてくださ
い。

次のような使いかたは、ベビーシートが本来の機能を果
たさず、危険をまねくおそれがあります。

 警告

次のような使いかたは、同乗しているかたに危険をまね
くおそれがあります。
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 注意

●	直接日光が当たると、本体や差込タングなどが熱くなり、お子
さまがヤケドをするおそれがあります。夏などの日差しが強い
日は、日陰に駐車するか、ベビーシートにカバーなどをかけて
ください。また、お子さまを乗せる前に各部に触り、熱くない
ことを確認してから使用してください。

●	走行中は、ベビーシートの操作や調節をしないでください。
また、同乗している他のお子さまがベビーシートに触らない
ようにしてください。

●	製品の改造や不当な修理をしないで
ください。思わぬ事故につながるお
それがあります。

●	出荷時に取り付けられている部品、および当社指定の部品以
外は使用しないでください。破損・故障や思わぬ事故につな
がるおそれがあります。

●	ベビーシートを風雨にさらさないでください。
●	車の座席にクッションや座布団など
を敷いたまま、ベビーシートを取り
付けないでください。ベビーシート
がしっかり固定されません。

●	固定されていないものを車内に
置く場合は急ブレーキや衝突時
にお子さまなどに当たるおそれ
がありますので、十分注意して
ください。

●	シートクッションなどの縫製品
をはずしたまま使用しないでく
ださい。また、本製品以外のもの
と取り換えたりしないでくださ
い。（衝突時の安全性能に影響を
与えるおそれがあります）

●	ベビーシートを車のシート可動部や
ドアなどにはさまないように、十分
注意してください。

●	車への乗せ降ろしの際には、ボンネットの上など、不安定で高い場
所には置かないでください。

●	座席の表皮素材（革など）および形状によっては、取り付けた座
席に傷や跡がつくおそれがあります。別売りの「コンビズレ防
止・保護シート」の使用をおすすめいたします。

●	爪を伸ばしていたり付け爪をしている
と、拘束や調節操作をする際、巻き込
まれてケガをするおそれがあります。
十分注意してください。
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安全にお使いいただくために

 日常の点検
ベビーシートの本来の機能を果たすため、走行前には、次
の事項を点検してください。

 緊急時の脱出

事故など緊急時は、保護者の
かたがバックルボタン（赤色）
を押し、肩ベルトをはずして、
すみやかにお子さまを車外に
脱出させてください。

1	ハンドルがたった状態であること

2	肩ベルトが正しい穴位置に通されていること

3	差込タングを重ね合わせてから『カチッ』と音がするま
で、差込タングがバックルに差し込まれていること

4	肩ベルトがお子さまの体にフィットしていること（調節
ベルトを引いてフィットさせてください）

5	ベビーシートが車両座席にしっかりと固定されている
こと

6	肩ベルトにねじれやたるみがないこと

7	車両シートベルトの差込金具がしっかりと車両バックル
に差し込まれていること
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車への取り付けかた

●	車両シートベルトに傷がある場合は、その座席に取
り付けないでください。

●	お子さまがベビーシートに座っていないときでも、
必ず車両シートベルトで固定しておいてください。

●	エアバッグ装備のない助手席にベビーシートを取
り付け、後向きで使用する場合、ドアミラーが見え
にくい場合は後座席に取り付けてください。

●	シフトレバーやパーキングブレーキなどの運転操作
に支障をきたす場合は、助手席に取り付けないでくだ
さい。

●	2ドアや3ドアの車で後座席に人が乗る場合は、
ベビーシートを助手席に取り付けないでください。
緊急時の脱出のさまたげになります。

●	3点式シートベルトの座席に取り付けてください。
2点式シートベルトの座席には、使用しないでくだ
さい。

●	ベビーシートがしっかりと取り付けできない場合
は、本来の機能を果たさず危険ですので、他の座席
に取り付けてください。

●	車に取り付けるときは、ひもなど、車両シートベル
ト以外のもので固定しないでください。

●	エアバッグが装着された座席では、ベビーシートを
絶対に使用しないでください。衝突時、エアバッグ
の作動により大きな衝撃を受け、危険です。

	 ※サイドエアバッグのみの場合には使用できます。

ここでは、シートベルトの種類、取り付け上のご注意、およ
び取り付けかたを説明しています。
※	車の座席の形状などにより、取り付けできない場合があり
ます。詳しくは17〜18ページを参照してください。
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取付可能な車両シートベルトと取付上の注意点

本装置はUN/ECE規則No.16または他の同等の基準に基づいて認可さ
れた３点式安全ベルトを装備した車種に限り使用するのに適しています。
＊日本国内で登録されている自動車はほぼ適合しております。車種適合
につきましては下記サイトにてご確認ください。
パソコンから　http://www.combibaby.com
携帯電話から　http://www.combibaby.com/i/　

取り付けの準備（〜10kg未満のお子さまに）

1背もたれを、10°〜30°
の角度にしてください。

2高さ調節のできるヘッド
レストは、1番下まで下
げてください。

3引き出し位置を調節で
きるシートベルトは、1
番低い位置にしてくだ
さい。

4前座席に取り付ける場合
は、座席を1番後ろまで
下げてください。

車側の準備

必ず3点式シートベルトの座席に取り付けてくださ
い。２点式シートベルトの座席では絶対に使用しない
でください。本来の機能を果たさず、大変危険です。

シートベルトの種類
（シートベルトの方式）

ELR
緊急ロック式
巻取装置付き

AELR
チャイルドシート
固定機能付き

NR
マニュアル方式

NLR
非ロック式
巻取装置付き

ALR
自動ロック式
巻取装置付き

特   徴
（見分けかた）

ゆっくりと引くとベルトが
自由に伸び縮みし、勢いよ
く引くとロックする。

ベルトをすべて引き出した
後で巻き戻すと自動的に締
まり、それ以上伸びなくな
る。（ベルトをすべて巻き戻
すと解除される）

巻き取り装置の付いていな
いシートベルト。

ロック機能のない巻き取り
装置付きシートベルト。

ベルトを引き出す途中で止
めるとロックされ、それ以
上引き出せなくなる。

取り付け上の
注意点

ゆっくりとシートベルトを
引き出して取り付けてくだ
さい。

シートベルトをすべて引き
出すと危険です。シートベ
ルトを一度戻して、チャイ
ルドシート固定機能は解除
して取り付けてください。

ベビーシートにあわせて
シートベルトの長さを調節
して取り付けてください。

使用できません。

取り付けの可否
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図のように、腰ベルトの左右
2点で体を支えるシートベル
トのこと。

図のように、腰ベルトの左右
と肩ベルトの3点で体を支え
るシートベルトのこと。

腰ベルト
肩ベルト

（2点式シートベルトには取り
付けられません）

腰ベルト

●	ベビーシートのハンド
ルを立てた状態にして
ください。

●	このベビーシートは、必
ず後向きに取り付けま
す。絶対に前向きでは
使用しないでください。

●	車の取り付ける座席に、
ベビーシートの底面を
しっかりつけて、置いて
ください。

3点式シートベルトとは

ベビーシートの準備

2点式シートベルトとは

進行方向

ベビーシートは、車両シートベルトの種類により取り付け
かたが異なったり、取り付けられない場合があります。

携帯電話QRコード
※QRコードは（株）デンソー
ウェイブの登録商標です。

取付可能な車両シートベルトと取付上の注意点

取り付けの準備（〜10kg未満のお子さまに）

シートベルトの種類
（シートベルトの方式）

ELR
緊急ロック式
巻取装置付き

AELR
チャイルドシート
固定機能付き

NR
マニュアル方式

NLR
非ロック式
巻取装置付き

ALR
自動ロック式
巻取装置付き

特			徴
（見分けかた）

ゆっくりと引くとベルトが
自由に伸び縮みし、勢いよ
く引くとロックする。

ベルトをすべて引き出した
後で巻き戻すと自動的に締
まり、それ以上伸びなくな
る。（ベルトをすべて巻き戻
すと解除される）

巻き取り装置の付いていな
いシートベルト。

ロック機能のない巻き取り
装置付きシートベルト。

ベルトを引き出す途中で止
めるとロックされ、それ以
上引き出せなくなる。

取り付け上の
注意点

ゆっくりとシートベルトを
引き出して取り付けてくだ
さい。

シートベルトをすべて引き
出すと危険です。シートベ
ルトを一度戻して、チャイ
ルドシート固定機能は解除
して取り付けてください。

ベビーシートにあわせて
シートベルトの長さを調節
して取り付けてください。

使用できません。

取り付けの可否



ベ
ビ
ー
シ
ー
ト
と
し
て
使
う

27

座席への取り付けかた
車両シートベルトをねじらないようにゆっくり引
き出し、車両腰ベルトを、ベビーシート両サイドの
ベルトガイドにはさみ込みます。

1

車両肩ベルトを、ベビーシート背面のベルトガイ
ドにはさみ込みます。

2

ベルトガイド

車両肩ベルト

背面のベルトガイド

フック

ベルトガイド

車両肩ベルトが、ベルトガイドのフックより下にしっ
かりはさみ込まれていることを確認してください。
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車両シートベルトの差込金具を車両バックルに
『カチッ』と音がするまで差し込みます。

3

ベルトガイド

斜線の位置

28

車両シートベルトの短い座席ではベビーシートを押し
込みながら車両バックルを差し込んでください。

図のように車両シートベルト
の取付位置が左右のベルトガ
イドより進行方向前側の場
合、別の座席に取り付けてく
ださい。

車両バックル

差込金具

進行方向

車両バックルがベルトガイ
ドに当たり、しっかり取り付
けできない場合、別の座席に
取り付けてください。

車両肩ベルト、車両腰ベルトのたるみをなくしな
がら引っ張り、ベルトガイドに取り付けられてい
る角度計が斜線の位置になるように調節してくだ
さい。
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取り付けが終わったら、ベビーシートがしっかり取り付け
られているか、次のことを確認してください。

これらの項目を確認し、しっかりと取り付けできな
い場合は再調節してください。それでもしっかり取
り付けできない場合は、他の座席に取り付けてくだ
さい。本来の機能を果たさず、危険をまねくおそれ
があります。

1	差込タングを重ね合わせてから『カチッ』と音がするま
で、差込タングがバックルに差し込まれていること。

2	車両シートベルトが、青色の3つのベルトガイドに
正しくはさみ込まれていること。

3	車の背もたれとベビーシートの先端の接している部
分に、すきまがないこと。

4	肩ベルトの調節が正しくされていること。
	 （15ページを参照）
5	角度計が斜線の表示を指していること。
6	お子さまを座らせた状態で、車両シートベルトにゆ
るみのないこと。

7	車両シートベルトの差込金具が、しっかり車両バッ
クルに差し込まれていること。

お子さまを乗せたままでも、車への取り付け、取りは
ずしが可能です。

取り付け時の完了チェック

ベビーキャリーと兼用でご使用の場合

座席への取り付けかた
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こんなときには

●	後座席に取り付けた場合
車の前座席を後ろにスライドさせ、ベビーシートの背面に
接するようにしてください。ただし、接することができな
い場合は、できるだけ前座席を後ろにスライドさせてくだ
さい。

エアバッグが装着された座席では、ベビーシートを絶
対に使用しないでください。衝突時、エアバッグの作
動により大きな衝撃を受け、危険です。
※サイドエアバッグのみの場合には使用できます。

ベビーシートを、より確実に固定する方法
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ベビーキャリーとして使う

●	お子さまを座らせるとき
は、必ず肩ベルトを装着
し、差込タングとバックル
を固定してください。

●	ハンドルを肩にかけて持
ち運ばないでください。お
子さまを転落させたり、運
んでいるかたが転倒して、
ケガの原因となります。

●	階段、段差、坂道など、段差
のある場所でぶつけないよ
うに十分注意してください。
お子さまを転落させたり、運
んでいるかたが転倒して、ケ
ガの原因となります。

●	ベビーシートを、テーブル
やいすの上など、落下する
危険性がある場所に置か
ないでください。転倒し
てケガの原因となります。

●	図のような持ちかたをし
ないでください。ハンド
ル位置が変わり、お子さま
が落下するおそれがあり
ます。

 警告

お子さまの座らせかた、肩ベルト通し穴の選びかた、肩ベ
ルトの長さの調節のしかたは、13〜15ページを参照し
てください。
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ハンドルがひじからすべり落ちる可能性がありますの
で、必ずもう一方の手で本体をつかんでください。

ハンドルを最も立てた位置にすると、お子さまをベビー
シートに乗せたまま移動することができます。

●	ハンドルをひじにかけ、もう一方の手で本体をつかむ
場合。

●	ハンドルを握って持つ場合。

持ちかた

32
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ロッキングチェアとして使う

次のような使いかたは、ベビーシートが本来の機能を果
たさず、危険をまねくおそれがあります。

 警告

●	ロッキングチェアとして使用できる目安は、首がすわっ
てから10カ月頃までのお子さまです。首がすわるまで
ロッキングは使わないでください。

●	ロッキングせずにチェアとして使用できる目安は、新生
児〜12カ月頃までのお子さまです。上記月齢にあては
まらないお子さまはチェアとして使用できません。

●	お子さまの足が床に着く場合は、ご使用をおやめくださ
い。

●	必ず、保護者の目の届く場所で使用してください。

●	お子さまを座らせるときは、必ず肩ベルトを装着し、肩ベ
ルトの差込タングとバックルを固定し、ベルトにたるみ
がないよう調節してください。

●	車内では、ロッキングチェアとしての使用はおやめくだ
さい。

●	テーブルやイスの上な
ど落ちる危険性がある
場所や階段・段差・傾斜
のある所、またタイルな
どすべりやすい場所で
の使用はおやめくださ
い。転倒してケガの原
因となります。

●	ストーブの近くや、落下物の心配のある場所での使用は
おやめください。

●	2人以上のお子さまを乗せないでください。

●	お子さまの乗せ降ろしは、必ず保護者が行ってください。

●	お子さまが身を乗り出さないよう、注意してください。
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お子さまの座らせかた、肩ベルト通し穴の選びかた、肩ベ
ルトの長さの調節のしかたは、13〜15ページを参照し
てください。

＜ロッキングポジション＞

ハンドルをロッキングチェアポジションにして、手で
軽く押してください。
ベビーシートがゆっくりロッキングします。

ハンドルを固定ポジションにするとロッキングしませ
ん。チェアとしてお使いいただけます。

＜ロッキング固定ポジション＞

ロッキングの使いかた

チェアの使いかた

●	お子さまの様子を見ながら押してください。
●	長時間のご使用はおやめください。

チェア状態で矢印の方向に強い
力をかけると、ハンドルが破損
するおそれがあります。強い力
をかけハンドル位置が変わった
場合、外観上の破損がなくても
使用をおやめください。
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●ベビーカーの背もたれを必ず1番倒した状態にして、ベビー
シートを取り付けてください。取り付けたときにロックが不
完全になるおそれがあります。

●アタッチメントは確実にロックされていることを強く引っぱ
り確認してください。アタッチメントがはずれたり、ベビー
シートがはずれてお子さまが落ちるおそれがあります。

●ベビーシートはベビーカーの進行方向に対して、必ず後ろ向き
に取り付けてください。方向が逆ですと固定されずお子さま
が落ちるおそれがあります。

●ベビーシートを取り付けるときは、ベビーシートのハンドルを
倒した状態では行わないでください。バランスを崩して落ち
るおそれがあります。

●ベビーシートを取り付けるときは、そばに人（特に小さいお子
さま）を近づけずに行ってください。指や手をはさむおそれが
あります。

●ベビーシートを取り付けるときは、お子さまが手を外に出して
いないことを確認してから行ってください。指や手をはさむ
おそれがあります。

●取り付け後、ベビーシートを軽く持ち上げて、確実にロックさ
れていることを確認してください。ロックされていないと使
用中にお子さまが落ちるおそれがあります。

●お子さまを乗せたまま、ベビーカーを持ち上げないでくださ
い。お子さまが落ちるおそれがあります。

●お子さまは思わぬ動作をしますので、ベビーシートとベビー
カーの間に指をはさむおそれがあります。常にお子さまの状
態を確認してください。

●ベビーシートの背もたれに強い荷重をかけないでください。
ベビーシートがはずれ、お子さまが落ちるおそれがあります。

●ベビーシートを取り付けるときには、必ずベビーカー本体の
シートベルトのバックルをとめてください。間にシートベル
トがはさまり、取り付けが不完全になるなど、お子さまが落ち
るおそれがあります。

●アタッチメントに破損などの異常がないことを確認してくだ
さい。取り付けたときにアタッチメントがはずれて、ベビー
シートが落ちるおそれがあります。

●アタッチメントを使用しないときは、お子さまの手の届かない
ところに保管してください。ケガをするおそれがあります。

●ベビーカーにベビーシートを取り付けた状態で、ベビーシート
のハンドルを持ってベビーカーを持ち上げないでください。

●ベビーカーにベビーシートを取り付けた状態で、ベビーシート
のハンドルを持ってベビーカーを移動させないでください。

35

ベビーカーとして使う

 警告
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ベビーカーへの取り付けかた

 注意
●	アタッチメントを取りはずすときは、そばに人（特に小さいお
子さま）を近づけずに行ってください。思わぬケガをするおそ
れがあります。

●	アタッチメントの取り付けや取りはずしのときに、指や爪を
ケガしないよう注意してください。

●	アタッチメントが取りはずしにくいときは、マイナスドライ
バーなどの工具を使用してください。その場合は、必ず工具
の先端に布などを巻いてケガをしないよう注意してください。
工具の先端が鋭利な場合、アタッチメントやベビーカーが傷
つき、その傷によりケガをするおそれがあります。

1 ベビーカーを開き、下記の状態を確認してください。
操作について、詳しくはご使用のベビーカーの取扱説
明書をご確認ください。
❶	ストッパーをロックする。
❷	幌が開いているときは、幌を後部にまとめる。
❸	背もたれが起きているときは、１番倒した状態
にする。

❹	フロントガードを車体から取りはずす。
❺	シートベルト（股ベルト・腰ベルト・肩ベルト）
のバックルをとめる。

ストッパー

バックル

フロントガード

背もたれ

幌

ロック

❺

❹
❸

❷

❶

次ページへ続く

必ずご使用のベビーカーの取扱説明書もあわせてお読みの上、
正しくお使いください。
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アタッチメントをベ
ビーカーに取り付ける。
アタッチメントのスナッ
プロックは全て開いた状
態にする。

スナップロック ④

③ ②

①

位置合わせガイド穴

突起

前脚裏側

④

③

②

①

フロントガード

フロントガード
差し込み部

フロントガード
差し込み穴

❶ベビーカー正面から見て左の前脚上部にアタッチメン
トのスナップロック①を、右にスナップロック②を取り
付ける。
ベビーカーの前脚裏側の位置合わせガイド穴にスナップ
ロック内側の突起がはまるように取り付けます。
（下図参照）

ベビーカー車体から取りはずしたフロントガード
を、アタッチメントに取り付ける。
❶アタッチメントのフロントガード差し込み穴にフロント
ガード差し込み部を『カチッ』と音がするまで差し込む。
❷フロントガードを引っぱって、はずれないことを確認す
る。

ベビーカーとして使う

❷スナップロック③④をしめる。
取り付け後、アタッチメントが確実にロックされている
ことを強く引っぱり確認してください。
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●	アタッチメントの左右にある取り付け位置ガイド
と、ベビーシートのハンドル根元の下の取り付け位
置ガイドをあわせて、取り付けてください。

38

ベビーシートのハンドルと前端を持ち、ベビー
カーの進行方向に対して後向きにし、ベビーカー
本体の真上から、アタッチメントの左右にあるベ
ビーシート固定用フックへ『カチッ』と音がするま
で確実に押し込む。

ベビーシート
固定用フック

カチッ

●	取り付け後、着脱レバーの先端が、左右ともベビー
シートのシートクッションの端より下にきているこ
とを確認してください。

ベビーシート側取り付け位置ガイド

アタッチメント側取り付け位置ガイド

シートクッション

着脱レバー

5 ベビーシートを軽く持ち上げ、左右のベビーシー
ト固定用フックが確実にロックされていることを
確認する。
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ハンドルと幌の使いかた

ベビーシートの幌は、図の位置3段階で使用できます。

日差しの向きによっては、ベビーカー本体の幌も広げ
てください。

左右のハンドルボタンを同時に
押しながら回転させます。

ベビーシートのハンドルに過度の力を加えないでくだ
さい。ハンドルが破損し、本来の機能を果たさず危険
をまねくおそれがあります。

ベビーカーとして使う

39
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ベビーシートのはずしかた

ロックを解除する前にハンドルを立ててください。ロッ
ク解除後にハンドルを立てる操作を行うと、バランスを
くずしてベビーシートが落ちるおそれがあります。

1 ❶	ベビーカーのストッパーをロックする。
❷	ベビーカーの幌が開いているときは、幌を後部
にまとめる。

❸	ベビーシートのハンドルをもっとも立てた状態
にする。

2 左右の着脱レバーを
とまるまで引き上げ、
ロックを解除する。

3

ストッパー

ハンドル 幌

ロック

❸ ❷

❶

ベビーシートのハン
ドルと前端を持ち、ベ
ビーシートを真上に引
き上げてベビーカーか
らはずす。

着脱レバー

40
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ベビーカーとして使う

アタッチメントのはずしかた
ベビーカーへの取り付けかたの手順2を逆に行ってく
ださい。（37ページ参照）

1
2

ベビーカーのストッパーをロックする。

アタッチメントのスナップロックの下側から順に
取りはずす。（④→③→②→①）
スナップロックの先端のロックレバーを外側に押して、
ロックを解除してください。

アタッチメントが取りはずしにくいときは、マイナス
ドライバーなどの工具を使用してください。その場
合は、必ず工具の先端に布などを巻いてケガをしない
よう注意してください。工具の先端が鋭利な場合、ア
タッチメントやベビーカーが傷つき、その傷によりケ
ガをするおそれがあります。

④

③

②

①ロックレバー

前脚表側

ロックレバー当て布
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お手入れのしかた

1	バックルボタンを押して差込タングをはずし、肩ベ
ルトカバー、ダッコシートを引き抜きます。

2	ダッコシートからパッド（2個）を取りはずします。
3	調節ベルトのカバーをはずし、調節ベルトをホック
からはずします。

シートクッションのはずしかた

4	側面のフック（4カ所）と先端のボードをはずします。
5	本体からシートクッションをはずし、肩ベルトと
バックルを引き抜きます。

6	ヘッドサポートもしくはシートクッションから、
エッグショックパッドを取りはずします。

ボード

フック

エッグショック
パッド

ダッコシート

パッド

差込タング肩ベルト
カバー

エッグショックパッド
ヘッドサポート

次ページへ続く
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お手入れのしかた

1	ダッコシートもしくはシートクッションにエッグ
ショックパッドを取り付けます。

2	先端のボード（2カ所）を引っかけます。
3	シートクッションを本体の上にかけ、側面のフック
（4カ所）にひっかけます。

4	ダッコシートを使用するときは、肩ベルトにダッコ
シートをかぶせます。

5	肩ベルトに肩ベルトカバーをかぶせます。
6	左右の差込タングを組み合わせてバックルに差し込
み、調節ボタンを押しながら調節ベルトを引いて、
左右の肩ベルトが調節できることを確認します。

シートクッションの取り付けかた

・	水、またはぬるま湯で手洗いしてください。
・	塩素系漂白剤は使用しないでください。
・	アイロン掛けはしないでください。
・	ドライクリーニングはしないでください。
・	手絞りの場合は弱く、洗濯機脱水の場合は短時間で行って
ください。強くしぼると、シワが残ることがあります。

・	十分にすすぎ、形を整えて陰干してください。

洗濯時は次のことを守ってください。
※エッグショックパッドは洗濯できません。

※ダッコシートを洗濯するときは、背面と座面に入っている
パッドを抜いてください。また、エッグショックパッドも取
りはずしてください。

※	洗濯の際は（蛍光剤、漂白剤、酵素などを含まない）中性洗剤
をおすすめします。

※	洗濯後、脱水機、乾燥機は使用しないでください。

シートクッション、肩ベルトカバー、ダッコシート、幌の洗
いかた
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●取扱説明書
ご使用の前に必ず本書をよく読み、十分ご理解の上、シー
トクッション後側のポケットに保管してください。
●ベビーシート本体
長期間使用しないときは、車から降ろし、直射日光が当た
らず風通しの良い、お子さまの手の届かない場所に保管し
てください。
●アタッチメント
長期間使用しないときは、直射日光が当たらない、お子さ
まの手の届かない場所に保管してください。

保管のしかた

通常はかたくしぼった布で水拭きしてください。汚れが
ひどい場合は、中性洗剤を水で薄めた液で汚れを落とし
てから水拭きし、日陰で乾燥させてください。

中性洗剤を原液で使用したり、ガソリン、ベンジンな
ど有機溶剤の使用はおやめください。本体および肩
ベルトをいためるおそれがあり危険です。

本体、肩ベルトのお手入れ方法

●	お住まいの各自治体の規定に従い処分、廃棄してく
ださい。

●	衝突事故や製品を落下させたときなど、1度でも強
い衝撃を受けたベビーシートは、外見上の破損がな
くても絶対に使用しないでください。事故により処
分する場合は、本製品が再利用されないように縫製
品などをはずして、廃棄してください。

廃棄のしかた

製品を正しく安全にお使いいただくために
製品を正しく安全にお使いいただくための情報を、当社
ホームページでご案内しております。下記のホームページ
をご覧ください。
http://www.combi.co.jp/safetyinfo/index.html
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品質保証書
コンビ　F2用トラベルシステムキット

本書は、本書記載内容で無料修理を行うことをお約束するものです。お買い
上げの日から下記期間中製品の故障が発生した場合は、本書をご提示の上、
当社コンシューマープラザ、または、お買い上げの販売店にお問い合わせく
ださい。

領収書（レシート）貼り付け欄

保証規定
１.１度ご使用になった製品は、原則としてお取り替えできません。
2. 保証期間内（お買い上げ日より１年間）に正常な使用状態において、万一故障した場合には無
料で修理いたします。電話にてお問い合わせの上、当社コンシューマープラザにお送りくだ
さい。

3. 保証期間内でも次のようなものは有料修理になります。
(a)プラスチック部品の自然劣化による変色。
(b)シートカバーなど、縫製部品の傷ややぶれ。
(c)お客様の誤使用、または改造や不当な修理による故障および損傷。
(d)火災、地震、水害、落雷、その他の天災地変による故障および損傷。
(e)本書に製品名、お買い上げ日、お客様名、販売店名の記入のない場合、あるいは字句を書
き換えられた場合。

(f)本書のご提示がない場合。
(g)一般家庭以外で、業務用やレンタル等でご使用され故障した場合。
(h)有料修理の場合に要する運賃などの諸経費。

4. 衝突事故など、１度でも強い衝撃を受けた製品の修理はできません。
5. 本書は日本国内においてのみ有効です。海外からの修理サービスは致しかねます。
6. 製造中止後の製品については必要部品の在庫がなくなった場合、修理できないこともあり
ます。

修理メモ

製品名

お名前

住　所

店　名

TEL

TEL

お買い上げ日

年　　月　　日

保証期間

お買い上げ日より1年間（ただし保証規定による）
ロットNo.

（本体前方裏側のシールに記載）

お
客
様

販
売
店

ご住所　〒

● お買い上げ後、製品名、お買い上げ日、お客様名、販売店名をただちにご記入願います。
● 万一故障が生じました場合は保証書をご提示ください。本書は再発行いたしませんので、大
切に保管してください。

● このページ上部のレシート貼り付け欄に領収書（レシート）をお貼りください。
● この保証書は、本書に明示した期間、条件のもとにおいて無料修理をお約束するものです。
したがってこの保証書によって法律上の権利を制限するものではありませんので、保証期間
経過後の修理についてご不明の場合は、当社コンシューマープラザ、またはお買い上げの販
売店にお問い合わせください。

● 品質保証書にご記入いただいた個人情報は、故障・修理の確認、修理品の発送にのみ利用い
たします。それ以外の用途には利用いたしません。
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製品に関するお問い合わせ、部品購入、修理などのご相談は、コンシューマー
プラザにて対応いたします。
コンシューマープラザ（Customer Service Center）
受付時間：9:30 ～ 17:00（日祝日、年末年始を除く）
〒339-0025　埼玉県さいたま市岩槻区釣上新田271　
■総合受付(各種ご相談)窓口　製品に関するお問い合わせ/
　修理のご依頼/各種ご相談/その他
TEL. (048) 797-1000   FAX. (048) 798-6109
■部品相談受付窓口　部品に関するお問い合わせ/ご注文
TEL. (048) 797-1001   FAX. (048) 798-6109
コンシューマープラザ（Customer Service Center）／西日本担当
受付時間：10:00 ～ 17:00（土日祝日、年末年始を除く）
〒540-0026　大阪府大阪市中央区内本町2-4-16
TEL. (06) 6942-0379   FAX. (06) 6942-0302
＊コンシューマープラザホームページ　www.combi.co.jp/soudan 


